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研究成果の概要（和文）：　本研究は，開放制における学部教職課程と教職大学院とを接続させるカリキュラム
開発を行うことを目的にしている．そのため，開放制における学部教職課程と教職大学院のそれぞれのカリキュ
ラムの実態について検討し，課題を見出した．
　これらの結果を踏まえ，開放制における学部教職課程のカリキュラムと教職大学院カリキュラムの改善の方向
性を示した．併せて，開放制における学部教職課程と教職大学院とを接続させるカリキュラムとしてまとめ，提
案を行った．

研究成果の概要（英文）：　The purpose of this study is to develop a curriculum that connects 
undergraduate teacher-training course in the open system and graduate schools of practitioners in 
education. Therefore, I examined the actual situation of each curriculum of undergraduate 
teacher-training course in the open system and graduate schools of practitioners in education, and 
found some issues.　
　Based on these results, the direction of improving the undergraduate teacher-training course and 
graduate schools of practitioners in education curriculum was shown. At the same time, the 
curriculum connecting the undergraduate teacher-training course and graduate schools of 
practitioners in education was summarized and proposed.

研究分野： 学校教育学

キーワード： 開放制　教員養成　教職課程　教職大学院　教員採用　スクールリーダー　実践的指導力　カリキュラ
ム
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　大学の教員養成においては，教科や教職に関する高度な専門的知識，並びに新たな学びを展開できる実践的指
導力を育成していくことが重要である．今後も一般学部の出身者が，特に，中学校・高等学校の教員として多く
採用されていくことを考慮すると，学部卒業後に教職大学院に進学し，高度な教育的専門性と実践的指導力を身
に付けていくことが重要であると考える．本研究成果である開放制における教員養成と教職大学院とを接続させ
るカリキュラムや指導システムは，広く教職課程をもつ多くの一般学部と教職大学院に波及し，活用されていく
ことが大いに期待できる．こうした点が研究成果の学術的意義及び社会的意義と言える．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
「平成 29 年度公立学校教員採用選考試験の実施状況について」（文部科学省，2018），「平

成 30 年度公立学校教員採用選考試験の実施状況について」（文部科学省，2019）には，公立

中学校・高等学校の教員採用者の国立教員養成大学・学部出身者，教員養成以外の一般大学・

一般学部出身者，短期大学・大学院等出身者の比率が示されている．中学校や高等学校に採用

される多くの教員が，一般大学・一般学部の教職課程で教員免許状を取得する者，つまり，「開

放制における学部教職課程」で取得する者が採用者全体の約 65％と多い実態がある．また，「教

職課程再課程認定等に関する説明会配布資料」（文部科学省,2017）によると，2015 年 5 月現

在，大学 606 校などに教職課程が設置されている．学部段階の教員養成が中心となっているこ

とを踏まえれば，まずは，既存の教職課程の改善・充実を図り，一般学部の卒業段階で教員と

して必要な資質能力を確実に身に付けさせ，学校現場に送り出すことが重要であると考える． 

教員養成系の学部･学科ではない一般学部の出身者が，小学校･中学校･高等学校の教員として

約４倍多く採用されている（文部科学省，2016）現実を考慮すると，一般学部卒業者は引き続

き教職大学院に進学し，高度な専門性と実践的指導力及びスクールリーダーとしての資質を身

に付けていくことが重要である．その一つの対策として，開放制における学部教職課程と教職

大学院とを接続させるカリキュラムを開発していくことが重要である． 
 
２．研究の目的 
(1) 研究目的の概要：本研究は「開放制における教員養成と教職大学院とを接続させるカリ

キュラム開発に係る研究」である．教員養成系の学部･学科ではない一般学部の出身者が，小･

中学校･高等学校の教員として約４倍も多く採用されている現実を考慮すると，一般学部卒業者

は引き続き教職大学院に進学し，高度な専門性と実践的指導力，そして，スクールリーダーと

しての資質を身に付けていくことが重要である．その一対策として，「開放制における教員養成

と教職大学院との接続カリキュラム」やその指導システムを開発していくことも重要となり，

そこに本研究の独自の主張点がある． 

(2) 本研究で明らかにしようとしたこと：本研究においては，『開放制における教員養成』を

行う一般学部と教職大学院とを接続させるカリキュラムや指導システムを開発していくことが

重要であり，その効果を検証しようとした．そのために，以下のことを行った．① 「理論と実

践との融合・往還」に関する考察について，我国の先行研究や事例調査，及び海外の教員養成

カリキュラム等を踏まえて輪郭を描き，これまでの我々の実践事例を通してのカリキュラムの

目標・内容・方法・評価，及び教育効果への影響過程の仮説モデルを構築する．② ①で開発さ

れた学生の学びに適切なモデルカリキュラムの実施，及び指導システムを構築し，その教育的

効果に関するデータを収集する．③ ②で収集した質的データをナラティブ・ＫＪ法，及びテキ

ストマイニング等で分析し，量的データはパス解析等を実施して，その効果を検証する．また，

結果を反映してモデルカリキュラムの改善を図り，その成果を学会や教職大学院協会等で発信

する． 
 
３．研究の方法 

(1) 他大学の教職大学院，及び学部・教員養成カリキュラムの教育効果の検証 

① これまで愛知教育大学教職大学院で取り組んできた「理論と実践の融合」の概要である．

まずは自尊感情の自覚（自己分析），次に学習意欲の向上（有益性・実用性の実感），キャリ



アビジョンの形成（将来への見通し），最終的には教育貢献意識（理論的専門性の確立）を育

成するカリキュラム過程が，これに該当する．本研究では，今一度，これを再検討する． 

② 他大学の事例調査，及び海外等を踏まえて，モデルカリキュラムのための基礎データを収

集する．その方法論は，量的には宮下・倉本で協働し，質的には分担とする．具体的には，

半構造化インタビューによりナラティブ・ディスコース，及びテキストマイニング等で分析

し，量的データはパス解析等を実施してその効果を検証する． 

(2) 実践上の課題抽出とモデルカリキュラムの開発 

① (1)で得られたデータを解析し課題を抽出する．その方法論は，収集した質的データをナラ

ティブ・ＫＪ法，及びテキストマイニング等で分析し，量的データはパス解析等を実施して

その効果を検証する． 

② その際に，「開放性／一般学部のニーズ」「教職大学院のニーズ」に鑑み，国内外の理論や

先進事例を参考にして，モデルカリキュラム開発をする．また，その支援サポートシステム

（例えば協力校の開発・ＴＴシステムの高度開発等）の構築を図る． 

③ 得られた知見を国内外の関係学会や教職大学院協会で発表する．さらに，ＦＤや国内シン

ポジウムを開催し，大学教員，県・市教育委員会，学校関係者，及び関係学生も参加し，モ

デルカリキュラム改善の方向性を再検討する． 

(3) モデルカリキュラムの検証・評価 

① 平成 29 年度に開発したモデルカリキュラム（Plan）を実施し（Do），教師に対する教育

効果を検証・評価する（Check）．特にその際の留意点は，平成 29 年度に開発したカリキュ

ラム要素に重点をおくが，一方では，国内外の他大学の情報を収集し，我々が開発・推進し

てきた実践との相違点との観点を明らかにする． 

② 研究成果の発信と転用の視点から，得られた知見をまとめ，教育学（Curriculum & 

Instruction, Action Research 等），及び国内外の学会に発表し，論文投稿をする．さらに，

関連大学院・学部・学科に研究成果報告書を送付し，各大学・大学院の Needs に合致するカ

リキュラム・実践の浸透を図り（Action），「理論と実践を融合・往還」する開放制の一般学

部と教職大学院教育の接続を模索する． 

 
 
４．研究成果 

(1) 関東地区にある私立 A 大学で，中学・高校の教員免許状取得を目指す教職課程履修学生

を対象に，教職課程に対する意識に関する調査を質問紙法により実施した．また，中部地区

にある国立 B 大学教職大学院の学部直進生を対象に，教職大学院での学びに対する意識に関

する調査を質問紙法により実施した．その結果，教職課程を履修している学部生が，教育実

習に向けて，授業づくりや生徒理解に関することに取り組んでいきたいことが分かった．し

かし，実際の教職課程の授業では，講義型の授業が多いなど課題もあることも分かった．ま

た，教職大学院生は，授業づくり学級づくりに関して力を入れていることなどが分かった．

さらに，「学部時代の学びとの系統性に欠けている」，「学部（教職課程）の学びを生かした

授業が教職大学院にはないと感じる」など，一般学部の教職課程と教職大学院の学びに系統

性に欠けていると感じている実態も分かった（宮下・倉本，2019）1)．  

(2) 宮下と倉本で，学部における教員養成，修士課程・博士課程（EdD）における教員養成

の実態を調べるために，アメリカの Teachers College Columbia University（New York）と

Fredonia State University of New York（New York）に訪問調査を実施した．調査を通して

教員養成の実態と教育実践に基づいた研究の実態などについて知見を得ることができた． 



(3) 我が国の開放制における教員養成と教職大学院との接続カリキュラムの接続に関するモ

デルカリキュラムについて検討を行った． 

(4) 令和２年度までに得られたデータを解析し課題を抽出した．その方法論は，①．収集した

質的データをナラティブ・ＫＪ法，及びテキストマイニング等で分析し，量的データはパス

解析等を実施してその効果を検証した．②．その際に，「開放制と一般学部のニーズ」「教職

大学院のニーズ」に鑑み，国内外の理論や先進事例を参考にして，モデルカリキュラム開発

をし，修正を加えた．また，その支援サポートシステム（例えば協力校の開発・ＴＴシステ

ムの高度開発等）の構築を図った．③．得られた知見を国内外の関係学会で発表した． 

(5) 開発したモデルカリキュラム(Plan)を実施し(Do)，教師に対する教育効果を検証・評価し

た（Check）．特にその際の留意点は，令和元年度に開発したカリキュラム要素に重点をおく

が，一方では，国内外の他大学の情報を収集し，我々が開発・推進してきた実践との相違点

との観点を明らかにした．また，本研究の成果報告書を作成し，全国の教職大学院や開放性

の一般学部を有する多くの大学に送付し，「理論と実践を融合・往還」する開放制の一般学部

と教職大学院教育の接続を図る上での研究成果について意見をもらうことができた． 

(6) 開放制における学部教職課程カリキュラムの改善の方向性と教職大学院カリキュラムの

改善の方向性を踏まえて，開放制における学部教職課程と教職大学院とを接続させるカリキ

ュラムとしてまとめたものが次の図である．また，開放制における学部教職課程と教職大学

院とを接続させながら，プロ教師としての確かな実践的指導力の向上を図っていくために，

以下のことを提案した． 

 
図 開放制における学部教職課程と教職大学院とを接続させるカリキュラム（宮下，2020 より引用）2) 

 
① 授業力・学級経営力の向上を図るために 
 教師としての授業力を向上させていくためには，学部の「各教科の指導法」や，教職大学院

の「各教科の授業づくりに関する科目」では，指導案の作成や模擬授業・場面指導の実施，並

びに振り返りを十分に行うなど充実をさせていくことが重要である．開放制における学部では

専門科目の学びが多いため，専門性を向上させていくことが可能である．一方，教職大学院に

おいては，各教科の「教科教育学」や各教科の専門性を高める「教科内容学」の設置が十分で

はない．各教職大学院ではこれらの科目の設置をしていくことが急務と考える．また，授業の

改善を図っていくためにも，授業分析の手法の一つの方法としてカリキュラム・マネジメント

を取り入れていくことも有効であると考える． 
 教師としての学級経営力や生徒理解の力を向上させていくためには，学部段階において，道



徳，総合的な学習の時間，特別活動の指導法を充実させ，生徒指導・進路指導法，教育相談の

理論と方法，さらには特別支援教育の理解を従来以上に充実させていくことが重要である．な

お，こうした理解は，「介護等体験」，「学校インターンシップ（学校体験活動）」，「教育実習」

の中で深化させていくことが重要である．教職大学院（学部直進院生）においては，学級づく

りに関する科目の内容をさらに充実させていくとともに，特別支援教育に関する科目を履修さ

せ，理解の深化を図っていくことが重要である． 
② スクールリーダー力・学校経営力の向上を図るために 
学部での教員養成の段階から徐々にスクールリーダーの必要性と業務内容，リーダーとして

の職の魅力などを学んでいくことが重要である．開放制における学部教職課程においては，例

えば，「スクールリーダー論」や「学校経営論」などの科目を学部の３年次に１科目，４年次

に１科目程度を教職課程の必修科目として位置付けていくことが必要である．スクールリーダ

ー力・学校経営力を向上させていくことは，教職大学院（学部直進院生）にとっても重要なこ

とである．学校経営などに関する領域の科目は現職教員院生のために設けられていることも多

くあるが，学部直進院生にも「スクールリーダー論」や「学校経営論」などの科目を必修科目

に位置づけ，リーダー力や学校経営力の基盤を身に付けさせていくことが重要である． 
③ プロ教師としての確かな実践的指導力の向上を図るために 
 教育職員免許法の改正（平成 28 年）及び同法施行規則の改正（平成 29 年）により，教育実

習の単位の一部に「学校インターンシップ（学校体験活動）」の単位を含むことが可能となっ

た．開放制における学部教職課程においては，大学所在地などの教育委員会と連携・協力を図

り，積極的に「学校インターンシップ」をカリキュラムに取り入れ，学校現場における生徒の

様子，授業づくりの方法，学級経営・生徒理解の方法，学級担任としての動き方，主任教員の

動き方など，学校全体の姿を見て学ぶ環境をカリキュラムに整えていくことが重要である． 
 また，教職大学院においても，授業づくりや学級経営の方法だけを見て学ぶのではなく，学

校における生徒の様子，授業づくりの方法，学級経営・生徒理解の方法，学級担任としての動

き方，主任教員の動き方，さらには主幹教員や教頭先生の動き方など，スクールリーダーの動

きもしっかりと見て学び，学部直進院生自身が自分ならばどのように動くかと常に意識して実

習をしていくことが必要である．なお，教職大学院にとっては，在籍中に学校現場における教

育研究の力を身に付けていくことが必要である．学校実習をポートフォリオとしてのみまとめ

るのではなく，研究課題と創造的な方法によって学校教育研究をまとめていく場として用いて

いくこともプロ教師としての確かな実践的指導力を向上させる上では不可欠なものと考える． 
 
本研究は，開放制における学部教職課程と教職大学院とを接続させるカリキュラム開発を行

うことを目的に，学部教職課程と教職大学院のそれぞれのカリキュラムの実態について検討し，

課題を見出した．この結果を踏まえ，開放制における学部教職課程と教職大学院カリキュラム

の改善の方向性を示した．併せて，開放制における学部教職課程と教職大学院とを接続させる

カリキュラムとしてまとめ，提言を行った． 
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